





























なものなのだろうか。科学scienceの語源はラテン語のscientiaであり、 sio - toknow知るの名
詞形で、知識のことである。科学的知識は、 「もし～ならば」という形で導き出される体系
的知識であり、経験的事実による論証過程をもつ。科学的方法とは、この論証過程を指すも
のだと考えられる。
ポッパー(Popper,K.R.,I902 - 1994)は、科学の方法は普遍の認識に人間を限りなく接近させ
るものであるとして、次のように述べた。
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要するに、この指摘によれば、常に探究し続けることが真理に近づくことなのだという。
とかく、研究というのは底知れぬ深さと果てしない広さを有するものである。本ジャーナル
が、その役割を担うためにますます洗練・充実されることを期待している。
なお、 「滋賀医科大学看護学ジャーナル」の巻頭言は紀要編集委員会の委員長が執筆され
てきたが、今回は委員長よりのご依頼を頂戴したことで、お引き受けした次第である。
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